
▼
三
月
弥
生
、
別
れ
の
時
期
と

い
わ
れ
る
。
多
分
に
卒
業
式
が

あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
の
こ
と

だ
ろ
う
。
毎
日
会
っ
て
い
た
学

友
と
、
そ
う
そ
う
簡
単
に
会
え

な
く
な
る
の
は
、
正
直
寂
し
い

も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
大
学

を
出
て
、
各
人
が
社
会
人
と
な

る
と
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
▼
し
か
し
、
卒
業
と

い
う
こ
と
は
、
巣
立
ち
、
新
し

い
世
界
に
出
発
す
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
別
の
場
所
で
の
新
し

い
出
合
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。

▼
私
が
現
役
で
、
友
愛
活
動
を

し
て
い
た
頃
、
友
愛
青
年
同
志

会
（
日
本
友
愛
青
年
協
会
の
前

身
）
の
三
十
五
歳
卒
業
説
を
唱

え
た
。
卒
業
し
た
彼
ら
は
、
Ｏ

Ｂ
会
の
か
た
ち
で
新
た
に
「
友

愛
ク
ラ
ブ
」
を
発
足
さ
せ
、
月

一
回
の
例
会
な
が
ら
、
近
く
五

百
回
に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
ま

で
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ

も
ま
た
、
卒
業
が
も
た
ら
し
た

新
し
い
出
合
い
の
形
態
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
▼
友
愛
で
出
会

っ
た
友
人
は
、
得
難
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
を
実
感
し

て
い
る
私
が
一
番
良
く
知
っ
て

い
る
。
未
だ
に
、
事
務
所
に
行

く
と
、
当
時
の
若
者
の
懐
か
し

い
顔
に
出
会
う
。
▼
音
羽
（
現

鳩
山
会
館
）
に
出
掛
け
、
地
下

室
で
侃
々
諤
々
、
様
々
な
こ
と

を
議
論
し
て
た
当
時
の
青
年

も
、
既
に
古
希
を
迎
え
て
い
る
。

か
く
言
う
私
も
既
に
現
役
を
退

い
て
久
し
い
。
し
か
し
、
私
が

薫
陶
を
受
け
た
一
郎
先
生
は
、

古
希
を
迎
え
て
な
お
、「
友
愛
」

を
青
年
に
説
い
て
お
ら
れ
た
。

軽
井
沢
の
友
愛
山
荘
で
、「
寒

く
な
い
か
い
？
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
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題字：鳩山威一郎

日
本
友
愛
青
年
協
会
の
公
益
事
業
の
一
つ
で
あ
る
植
林
活
動
は
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
第
十
六
次
植
林
活
動
と
し
て
行
わ
れ
た
ア

モ
イ
環
境
緑
化
は
、
今
年
度
最
終
工
程
を
終
え
、
目
的
を
遂
げ
た
。

三
月
三
日
（
水
）
〜
五
日
（
金
）
の
三
日
間
、
第
十
六
次
植
林
活
動
が
実
施
さ
れ
、
友
愛
植
林
訪
中
団
が
中
国
を
訪
れ
た
。
一
行
は
川
手
正

一
郎
団
長
以
下
七
名
、
福
建
省
ア
モ
イ
市
で
植
林
活
動
を
行
っ
た
。
第
一
期
訪
中
の
折
り
に
は
、
外
務
省
の
公
式
事
業
と
し
て
当
財
団
主
催
の

「
け
ん
玉
大
会
」
を
併
せ
て
開
催
す
る
な
ど
文
化
交
流
を
深
め
た
ア
モ
イ
市
は
、
中
国
で
も
初
め
て
の
「
都
市
緑
化
」
を
具
現
化
し
た
こ
と
と

な
る
。
植
林
活
動
は
、
都
市
緑
化
の
み
に
終
わ
ら
ず
、
小
規
模
な
ダ
ム
を
建
設
、
そ
の
付
近
へ
の
植
林
も
実
施
さ
れ
、
近
隣
の
作
付
け
面
積
を

拡
大
さ
せ
、
治
水
・
環
境
保
全
の
目
的
も
果
た
し
た
。
同
行
の
井
之
輪
豪
事
務
局
次
長
の
随
行
記
を
掲
載
し
、
実
施
の
模
様
を
お
伝
え
し
た
い
。

第
一
期
施
行
、
第
二
期
施
行
時
に
植
え
た
木
々
。
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
活
着
率
九
十
％
以
上
と
、
ほ
と
ん
ど
の
樹
木
が
、
大

地
に
根
を
張
り
、
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。
中
に
は
幹
の
直
径
が
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
。
植
林
し

た
樹
木
の
多
く
が
常
緑
樹
の
た
め
、
炭
酸
同
化
作
用
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
大
い
に
期
待
で
き
る

事
務
局
次
長
　
井
之
輪
豪
記

宿
泊
地
で
あ
る
ア
モ
イ
市
街

地
か
ら
山
道
を
バ
ス
に
揺
ら
れ

る
こ
と
一
時
間
半
、
翔
安
植
林

事
業
地
に
到
着
し
た
。

友
愛
植
林
訪
中
団
が
植
林
地

に
到
着
し
た
と
き
に
は
既
に
ア

モ
イ
海
洋
大
学
等
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
大
学
生
た
ち
が
歓
迎
の
隊

列
を
組
ん
で
お
り
盛
大
に
友
愛

訪
中
団
を
迎
え
て
く
れ
た
。

当
日
は
、
ア
モ
イ
市
が
台
湾

島
の
対
岸
に
あ
り
東
京
よ
り
遙

か
南
に
位
置
す
る
こ
と
を
考
え

た
と
し
て
も
三
月
と
し
て
は
汗

ば
む
よ
う
な
暑
さ
で
あ
り
、
標

高
が
高
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
そ

の
日
差
し
の
強
さ
に
団
員
の
多

く
が
目
を
細
め
て
い
た
。

起
工
式
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い

て
、
友
愛
訪
中
団
川
手
正
一
郎

団
長
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学
生

た
ち
に
向
か
っ
て
「
文
明
の
発

展
は
、
否
応
な
し
に
自
然
環
境

の
破
壊
を
伴
い
ま
す
。
日
本
は

経
済
成
長
の
た
め
に
多
く
の
自

然
環
境
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

今
、
急
激
な
経
済
成
長
を
迎

え
て
い
る
中
国
に
ど
う
か
日
本

と
同
じ
失
敗
を
し
な
い
で
欲
し

い
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
失

敗
を
犯
す
か
否
か
は
中
国
の
将

来
を
担
う
青
年
で
あ
る
君
た
ち

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
日
こ
こ
で
、

日
本
か
ら
来
た
私
た
ち
友
愛
と

中
国
青
年
で
あ
る
あ
な
た
達
が

第一期・第二期の植林実施より、第三期実施地域及び既実施地を望む。小さな湖に見えるのは、下流（画面右）に造られ
たダムの貯水。このダムの完成によって、両岸の治水が行われ、畑が水に流されることもなくなった。また、この貯水地
の両側（画面手前及び対岸の山）も既植林実施地。撮影場所あたりは、緑化公園として市民に活用されている
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ア
モ
イ
海
洋
大
学
の
学
生
他
三
百
余
名

が
参
加
。
い
つ
も
な
が
ら
の
熱
烈
歓
迎

当
地
の
名
産
品
石
版
に
、
緑
溢
れ
る
未

来
の
様
子
が
描
か
れ
た
額
が
贈
ら
れ
た

手
に
手
を
取
っ
て
共
に
植
林
活

動
を
行
う
こ
と
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
人
間
と
人
間
、

自
然
と
人
間
の
共
存
共
生
を
掲

げ
る
私
た
ち
友
愛
に
と
っ
て
も

大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
な
の

で
す
。」
と
述
べ
た
。

川
手
団
長
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
の
目
は

力
強
く
輝
い
て
お
り
、
今
回
の

植
林
活
動
に
対
す
る
期
待
が
強

く
感
じ
ら
れ
た
。

今
年
度
の
ア
モ
イ
植
林
事
業

は
、
都
市
部
で
あ
る
ア
モ
イ
の

自
然
環
境
・
社
会
的
特
徴
を
踏

ま
え
、
良
好
な
都
市
環
境
の
造

成
の
た
め
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

特
産
の
銘
石
を
使
っ
て
造
ら
れ
た
記
念

碑
。「
日
本
友
愛
青
年
協
会
の
協
力
を

得
て
」
と
朱
で
刻
ま
れ
て
い
る

皆
さ
ん
の
目
が
輝
い
て
い
ま
す
。
中
国

の
未
来
に
期
待
し
ま
す
と
川
手
団
長

旧
正
月
が
過
ぎ
た
ば
か
り
の
中
国
、
正

月
飾
り
を
数
日
間
残
す
の
が
慣
習
と
か

記
念
碑
の
前
で
訪
中
団
一
同
、
中
国
側

関
係
者
と
と
も
に
記
念
撮
影

平成２２年度国際青年育成交流事業
（青年海外派遣）（第１７回）
日本の青年の国際的視野を広げ、日本及び諸外国の青年相互の理解と友好

を促進し、併せて国際協調の精神と実践力を向上させ、もって国際社会の各
分野で指導性を発揮できる青年を育成することを目的とする。また、参加青
年が青少年健全育成活動に寄与することを期待するものである。

平成２２年度日本・中国青年親善交流事業
（青年中国派遣）（第３２回）
日本の青年の国際的視野を広げ、日本及び中国の青年相互の理解と友好を

促進し、併せて国際協調の精神と実践力を向上させ、もって国際社会の各分
野で指導性を発揮できる青年を育成することを目的とする。また、参加青年
が青少年健全育成活動に寄与することを期待するものである。

平成２２年度日本・韓国青年親善交流事業
（青年韓国派遣）（第２４回）
日本の青年の国際的視野を広げ、日本及び韓国の青年相互の理解と友好を

促進し、併せて国際協調の精神と実践力を向上させ、もって国際社会の各分
野で指導性を発揮できる青年を育成することを目的とする。また、参加青年
が青少年健全育成活動に寄与することを期待するものである。

平成２２年度「世界青年の船」事業
（第２３回）
日本の青年の国際的視野を広げ、日本及び諸外国の青年相互の理解と友好

を促進し、併せてその国際協調の精神と実践力を向上させ、もって国際社会
の各分野で指導性を発揮できる青年を育成することを目的とする。さらに、
文化・思想をはじめとした多種多様性を有する国際社会の縮図となる「世界

青年の船での共同生活・活動」という具体的かつ実践的な経験の場を提供す

ることを通じ、世界中の青年同士の①人的ネットワークを構築し、②共同活

動を促進するなど、我が国として、人材育成という観点から目に見える形で

の国際貢献に寄与することを目指すものである。

平成２２年度「東南アジア青年の船」事業
（第３７回）
日本の青年の国際的視野を広げ、日本及びＡＳＥＡＮ加盟１０か国（以下

「参加国」という。）の青年相互の理解と友好を促進し、併せて国際協調の精

神と実践力を向上させ、もって国際社会の各分野で指導性を発揮できる青年

を育成することを目的とする。本事業は、日本とＡＳＥＡＮ各国との共同事

業としての性格を有しており、本事業に参加し、時間と空間を共有すること

により固い絆で結ばれた参加青年は、将来のアジア、ひいては世界の平和と

繁栄のための日本とＡＳＥＡＮの戦略的パートナーシップを支えることが期

待される。

平成２２年度青年社会活動コアリーダー育成プログラム
（青年海外派遣）（第９回）
多様な個人が能力を発揮しつつ、自立して共に社会に参加し、支え合う

「共生社会」を築いていくためには、地域住民やＮＰＯ等による社会活動の充

実が必要不可欠であるという認識のもと、高齢者関連、障害者関連及び青少

年関連の社会活動に携わる日本青年を海外に派遣し、海外の民間組織等で活

動する青年リーダーとの交流を通じて、社会活動の中心的担い手となる青年

コアリーダーの能力向上と、ネットワークの形成を図ることを目的とする。

www//cao.go.jp/koryu/index.thml

造
成
地
に
景
観
樹
六
品
種
、
四

万
二
千
六
百
本
の
苗
木
を
植
林

す
る
こ
と
に
な
る
。

三
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ

て
き
た
日
中
青
年
ア
モ
イ
生
態

緑
化
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今

年
度
で
完
了
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
度

の
第
一
回
実
施
か
ら
計
一
八

〇
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
地

に
一
七
万
六
千
六
百
株
の
植
樹

を
し
た
こ
と
に
な
る
。

鳩
山
友
愛
塾
塾
生
も
参
加
。
現
地
の
大

学
生
と
共
に
汗
を
流
し
て
植
林
活
動

写
真
上

第
一
期
・
第
二
期
と
遂
行

し
て
き
た
植
林
事
業
を
大
き
な
パ
ネ
ル

で
紹
介
。
ア
モ
イ
市
が
い
か
に
こ
の
事

業
に
期
待
し
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
来

た
か
を
物
語
っ
て
い
る

内閣府が推進する国際交流事業の一環として、青少年を対象とした
「青少年の国際交流」事業の参加者を募集している。
この事業は、開始時期、期間、訪問先など多岐にわたって実施され、

参加には青少年団体の推薦を要することから、ここに概要をご紹介し多
くの方の挑戦を期待するところである。
＊締め切りの都合もありますので、参加ご希望の方は３月末日までに
日本友愛青年協会事務局宛ご連絡をお願いいたします。
＊詳細は下記ホームページ（内閣府・国際交流）をご参照ください。

肉
屋
の
店
先
に
並
ん
だ
肉
。
顔
を
含
め

各
部
位
別
に
置
か
れ
て
い
る
。
文
化
の

違
い
を
知
る
こ
と
が
交
流
の
第
一
歩
！
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鳩
山
友
愛
塾
第
二
期
講
義
終
了
・
修
了
式
挙
行

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
も
出
席
・
第
二
期
生
二
十
八
名
が
修
了
証
を
受
け
る

一
期
生
・
二
期
生
の
交
流
を
実
施
予
定
。
井
上
和
子
塾
長
が
発
表

一
期
修
了
生
が
塾
の
会
へ
の
誘
い
の
た

め
参
加
。
友
愛
交
流
の
第
一
歩
が
！

鳩
山
由
紀
夫
塾
用
代
行
は
、
公
務
の
た

め
中
座
、
塾
生
全
員
と
堅
い
握
手
を

井
上
和
子
塾
長
　
　
皆
さ
ん
の
学
ぶ
姿

勢
、
鋭
い
質
問
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

益
々
の
ご
活
躍
を
と
挨
拶

川
手
正
一
郎
塾
長
補
佐
の
音
頭
で
乾

杯
。
声
高
ら
か
に
力
づ
よ
く
杯
を

鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
　
　
塾
で
得
た
全

て
を
活
用
し
て
、
自
分
の
道
を
拓
い
て

く
だ
さ
い
と
励
ま
し
の
言
葉
を

塾
生
代
表
、
石
川
直
哉
さ
ん
に
よ
る

「
謝
辞
」。
心
打
つ
言
葉
で
語
ら
れ
た

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
　
　
講
義
に
出

ら
れ
な
か
っ
た
事
を
詫
び
、
講
師
の
先

生
方
に
感
謝
の
意
を
述
べ
た

第17回講義　
宮脇昭横浜国立大学名誉教授

第18回講義　
月尾嘉男東京大学名誉教授

第16回講義　
田坂広志多摩大学大学院教授

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
友

愛
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
賞
と
し
て
、
こ
の
度
ウ
ィ

ー
ン
へ
の
研
修
旅
行
に
行
か
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
友
愛
青
年
協
会
の
皆
様

に
は
、
私
の
よ
う
な
若
者
に
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
も
昔
も
、
数
多
く
の
音
楽

家
が
学
ぶ
「
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー

ン
」。
そ
の
本
場
で
リ
サ
イ
タ

ル
が
で
き
る
な
ん
て
、
一
生
に

一
度
あ
る
か
な
い
か
の
夢
舞
台

で
す
。

空
気
や
、
人
々
、
自
然
、
匂

い
…
あ
ら
ゆ
る
こ
と
か
ら
、
た

だ
そ
こ
に
身
を
お
い
て
い
る
だ

け
で
も
必
ず
得
る
も
の
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

溢
れ
そ
う
な
ほ
ど
の
期
待
と

共
に
、
不
安
な
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

言
葉
は
通
じ
る
か
な
、
体
調

を
崩
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

よ
う
、
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
思
い

切
っ
て
歌
え
る
だ
ろ
う
か
…
。

日
本
人
で
あ
る
私
が
ド
イ
ツ

語
圏
の
方
々
の
前
で
ド
イ
ツ
リ

ー
ト
を
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
勇
気
の
い
る
挑
戦
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
聴
き
に
き
て
く
だ
さ

る
方
々
は
、
ド
イ
ツ
リ
ー
ト
と

い
う
素
晴
ら
し
い
芸
術
が
自
国

で
発
展
し
た
と
い
う
、
う
ら
や

ま
し
い
誇
り
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
し
、
何
よ
り
も
ド
イ
ツ
リ
ー

ト
を
心
か
ら
愛
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
方
々
を
前
に
私

に
で
き
る
こ
と
は
、
敬
意
と
愛

情
を
込
め
て
、
私
な
り
の
歌
を

表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

憧
れ
の
あ
の
街
に
降
り
た
っ

た
ら
空
気
に
身
を
ま
か
せ
、
五

感
を
駆
使
し
て
精
一
杯
吸
収
す

る
の
み
で
す
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
と
も

言
い
ま
す
し
、
思
い
切
っ
て
学

び
に
行
っ
て
き
ま
す
。

ど
ん
な
日
々
が
待
っ
て
い
る

の
か
楽
し
み
で
す
。

「
友
愛
サ
ロ
ン
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ

い
と
鶴
巻
克
雄
運
営
委
員

井
上
塾
長
、
鳩
山
由
紀
夫
、
鳩
山
邦
夫
両
塾
長
代
行
と
共
に
記
念
撮
影
。
全
員
の
顔

に
笑
顔
が
溢
れ
て
い
る
。
培
わ
れ
た
友
愛
の
絆
を
笑
顔
が
物
語
っ
て
い
る

ＯＪＡＢが作成したコンサートの案内。村
元さんの写真・友愛のロゴマークを配して

第
二
十
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
位
の
栄
誉
に
輝
い

た
村
元
彩
夏
さ
ん
は
、
当
財
団
派
遣
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ウ
ィ
ー

ン
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
姉
妹
団
体
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
主
催
）
出
演

の
た
め
日
本
を
発
っ
た
。
そ
の
抱
負
を
こ
こ
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
三
月
十
六
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
る

鳩
山
友
愛
塾
は
、
第
二
期
の

全
行
程
を
終
え
、
三
月
九
日

（
火
）
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

当
日
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に

就
任
し
た
鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代

行
も
公
務
多
忙
の
中
、
時
間
を

限
っ
て
出
席
、
塾
生
は
も
と
よ

り
、
関
係
者
一
同
を
大
い
に
喜

ば
せ
た
。

修
了
式
は
、
鳩
山
由
紀
夫
塾

長
代
行
の
時
間
を
考
慮
し
、
到

着
と
同
時
に
全
員
揃
っ
て
の
記

念
撮
影
。
そ
の
後
に
送
る
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。
挨
拶
の
中
で
、

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
は
、
自

ら
が
総
理
に
就
任
し
た
た
め
、

講
義
を
全
う
出
来
な
か
っ
た
事

を
詫
び
、「
素
晴
ら
し
い
講
師

の
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
教

え
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
結
ん
だ
。
公
務
に
戻
る
た
め

鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行
が
退
席

し
た
後
、
井
上
和
子
塾
長
の
言

葉
に
始
ま
る
、
修
了
式
の
式
次

第
を
実
施
し
た
。

井
上
和
子
塾
長
の
挨
拶
に
続

き
、
鳩
山
邦
夫
塾
長
代
行
が
挨

拶
に
立
ち
、
心
温
ま
る
餞
の
言

葉
を
述
べ
た
。

修
了
生
全
員
に
「
修
了
証
」

（
盾
）
が
授
与
さ
れ
、
塾
生
を

代
表
し
て
石
川
直
哉
さ
ん
が
謝

辞
を
述
べ
た
。

式
典
終
了
後
、
場
所
を
階
下

に
移
し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
川
手
正
一
郎
塾
長
補
佐
が
、

「
前
途
を
祝
っ
て
声
高
ら
か
に
」

と
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
、
一
同

和
や
か
な
懇
談
の
時
へ
と
。

す
っ
り
う
ち
解
け
た
二
期

生
。
修
了
生
の
会
を
代
表
し
て
、

櫻
井
洋
輔
会
長
、
井
田
安
信
副

会
長
、
肥
沼
章
彦
副
会
長
が
参

加
、
修
了
生
の
会
を
紹
介
し
た
。

閉
会
後
、
別
れ
を
惜
し
む
塾

生
へ
、
井
上
和
子
塾
長
か
ら
、

一
期
生
と
二
期
生
の
交
流
会
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
と
嬉
し
い

発
表
が
あ
っ
た
。
名
残
を
惜
し

み
な
が
ら
、
会
を
終
了
し
た
。

…
…
…
…
…

紙
面
の
都
合
で
、
講
義
報
告

は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
十
六
回
以
降
の
講
師
の

方
々
は
、
写
真
（
左
上
）
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
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◆
今
年
も
植
林
の
た
め
中
国
に

出
か
け
た
。
植
樹
祭
に
参
加
し

た
ア
モ
イ
海
洋
大
学
の
男
女
学

生
凡
そ
三
百
名
。
ど
の
目
も

爛
々
と
し
て
い
た
。

青
年
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
の

は
発
展
す
る
国
力
の
源
泉
。
終

戦
直
後
の
我
々
も
貧
し
い
中
で

や
る
気
満
々
、
フ
ァ
イ
ト
に
満

ち
溢
れ
、
こ
ん
な
目
を
し
て
い

た
に
違
い
な
い
。

こ
の
若
者
達
の
活
力
が
ど
ん
な

爆
発
を
す
る
の
か
。
新
し
い
中

国
に
期
待
す
る
。

（
Ｋ
）

◆
鳩
山
友
愛
塾
の
２
期
生
修
了

に
参
列
し
た
。

塾
生
の
個
性
の
豊
か
な
こ
と
に

は
一
年
前
に
友
愛
塾
を
修
了
し

た
ば
か
り
の
私
で
さ
え
改
め
て

驚
か
さ
れ
る
。

あ
る
集
団
の
も
つ
雰
囲
気
は
、

単
純
に
そ
の
集
団
を
構
成
す
る

個
々
人
の
個
性
の
最
大
公
約
数

に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
全
く
異

な
っ
た
色
合
い
を
も
つ
こ
と
も

あ
る
。
絵
の
具
の
よ
う
に
、
簡
単

に
は
い
か
な
い
の
だ
。

(

G
O)

◆
過
日
、
鳩
山
友
愛
塾
で
講
義

を
さ
れ
た
Ｔ
教
授
か
ら
メ
ー
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、

新
聞
で
鳩
山
由
紀
夫
塾
長
代
行

の
塾
修
了
式
ご
出
席
を
知
り
、

良
か
っ
た
で
す
ね
と
喜
ん
で
く

だ
さ
っ
て
の
こ
と
。
小
さ
な
出

来
事
な
の
に
、
心
が
温
か
く
な

り
ま
し
た
。
優
し
い
気
持
ち
を

抱
く
こ
と
は
出
来
る
け
れ
ど
、

そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
、
伝
え

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

ま
し
て
や
「
さ
り
げ
な
く
」
と

な
る
と
。
素
晴
ら
し
い
お
手
本

に
出
会
え
ま
し
た
！
　
　
（
も
）

参
議
院
選
挙
に
向
け
て
の
力
強
い
意
志

表
明
を
。
鳩
山
太
郎
さ
ん

快
晴
の
日
よ
り
を
得
て

平
成
二
十
二
年
一
月
十
四
日

（
木
）、
日
本
列
島
は
寒
波
に
お

お
わ
れ
て
い
る
と
の
天
気
予
報

で
し
た
が
、
東
京
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
春
遠
か
ら
じ
と
思
わ
せ

る
日
差
し
が
ふ
り
そ
そ
い
で
お

り
ま
し
た
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
友
愛

婦
人
会
新
春
の
集
い
が
、
目
白

の
椿
山
荘
に
お
い
て
正
午
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
十
余
名
の
参
加
者
が
集
う

中
、
水
口
美
紀
子
さ
ん
の
司
会

で
開
会
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら

皆
様
方
晴
れ
や
か
な
お
姿
で
ご

参
集
く
だ
さ
り
、
会
場
に
は
華

や
か
さ
と
艶
や
か
さ
が
溢
れ
て

い
ま
す
。
鳩
山
安
子
会
長
の
ご

欠
席
は
と
て
も
残
念
で
す
が
、

お
身
体
は
順
調
に
ご
回
復
と
の

こ
と
で
、
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
新
春
の
雰
囲
気
を
、
婦
人

会
会
員
皆
様
の
お
元
気
な
姿
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
か
っ
た
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

種
田
英
子
副
会
長
に
よ
る
開

会
の
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
の
皆

様
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

鳩
山
幸
夫
人
の
嬉
し
い
お
話

内
閣
総
理
大
臣
に
な
ら
れ
た

鳩
山
由
紀
夫
先
生
の
代
理
で
、

幸
夫
人
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
幸
夫
人
は
テ
レ
ビ
な
ど

で
拝
見
し
て
い
る
溌
剌
と
し
た

美
し
さ
そ
の
ま
ま
の
お
姿
で
、

ご
挨
拶
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
安

子
会
長
が
お
健
や
か
な
こ
と
、

ま
た
由
紀
夫
先
生
が
毎
日
の
公

務
を
精
一
杯
こ
な
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
私
共
に
と
っ
て

嬉
し
い
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

こ
う
し
て
幸
夫
人
か
ら
お
話

を
伺
え
た
こ
と
、
出
席
者
一
同
、

大
変
光
栄
な
こ
と
と
思
っ
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
激
務
の
由

紀
夫
先
生
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
私
共
友
愛
婦
人
会

も
、
挙
っ
て
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
京
区
長
も
駆
け
つ
け
て

煙
山
元
文
京
区
長
の
ご
挨
拶

に
続
き
、
ご
公
務
多
忙
の
中
、

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

成
沢
文
京
区
長
が
ご
挨
拶
に
立

た
れ
、
文
京
区
の
少
子
化
が
少

し
づ
つ
改
善
さ
れ
て
い
る
と
の

ご
報
告
を
な
さ
い
ま
し
た
。
新

年
早
々
嬉
し
い
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

鳩
山
太
郎
さ
ん
の
ご
活
躍
を

夏
の
参
議
院
選
挙
出
馬
を
目

指
し
て
お
ら
れ
る
鳩
山
太
郎
さ

ん
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
友
愛
婦
人
会
と
は
子
供
の

頃
か
ら
の
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

と
ご
挨
拶
さ
れ
、
一
同
元
気
に

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
た
。

鳩
山
会
館
館
長
も
ご
出
席

川
手
正
一
郎
鳩
山
会
館
館
長

に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
、
宴

は
始
ま
り
ま
し
た
。
川
手
館
長

の
ご
挨
拶
の
中
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
五
十
年
に
も
亘
っ
て
、

会
員
の
皆
様
が
一
同
に
会
し
、

皆
様
変
わ
り
な
く
、
宴
の
一
日

を
過
ご
せ
る
こ
と
は
、
本
当
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。

日
舞
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
第
二
部

は
華
や
か
に

第
二
部
は
大
川
米
子
幹
事
長

の
司
会
で
進
行
い
た
し
ま
し

た
。
会
員
の
方
々
に
よ
る
日
本

舞
踊
の
ご
披
露
、
井
田
幸
子
先

生
門
下
生
に
よ
る
、
自
然
の
恵

み
に
感
謝
し
、
仲
間
と
の
助
け

合
い
を
楽
し
く
踊
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
の
ご
披
露
と
華
や
か
な
舞
台

が
続
き
ま
す
。
そ
の
間
い
つ
も

な
が
ら
の
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
、
お
話
も
は
ず
み
、

和
や
か
で
賑
や
か
な
時
が
過
ぎ

て
ゆ
き
ま
す
。

名
残
惜
し
く
は
あ
り
ま
し
た

が
閉
会
の
と
き
を
迎
え
、
倉
林

蔦
枝
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

倉
林
副
会
長
が
お
話
さ
れ
た

「
友
愛
婦
人
会
」
は
「
友
愛
精

神
を
絆
と
し
て
」
と
い
う
言
葉

を
胸
に
刻
み
、
一
同
三
々
五
々

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
友
愛
婦
人
会
記
）

友愛婦人会新春の集い開催

時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

―
五
輪
閉
幕

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
い
つ
も
切
な
さ

置
土
産

―
次
期
開
催
地

ロ
シ
ア
か
ら
愛
を
こ
め
て
と
ソ

チ
は
言
い

―
東
京
マ
ラ
ソ
ン
と
津
波

マ
ラ
ソ
ン
の
中
継
津
波
追
い
か

け
る

友
愛
山
荘
は
、
四
月
一
日
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
準
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。

ご
利
用
の
お
申
し
込
み
は
、

受
付
を
開
始
致
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
畳
替
え
、
寝
具
の
新

調
、
風
呂
場
の
手
す
り
設
置
、

庭
木
の
手
入
れ
な
ど
、
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
改
良
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
新
た
に
皆
様
を
お

迎
え
す
る
「
顔
」
が
登
場
い
た

し
ま
し
た
。

看
板
の
新
設

老
朽
化
し
た
友
愛
山
荘
の
入

り
口
看
板
を
新
し
く
作
り
直

し
、
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

看
板
は
、
文
字
に
鳩
山
一
郎

先
生
の
書
を
そ
の
ま
ま
に
再

現
、
軽
井
沢
の
自
然
を
表
す
、

木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る

天
然
木
で
仕
上
げ
て
あ
り
ま

す
。
看
板
の
向
こ
う
に
は
一
郎

先
生
・
薫
先
生
の
像
が
微
笑
ん

で
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

友
愛
山
荘
へ
お
越
し
の
節

は
、
是
非
新
し
い
看
板
に
目
を

留
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刷
新

新
し
い
顔
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。
お
馴
染
み
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
表
紙
、
中
扉
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

表
紙
に
は
、
新
し
い
看
板
を

配
し
、
中
扉
に
は
友
愛
山
荘
運

営
に
関
す
る
、
日
本
友
愛
青
年

協
会
の
理
念
（
左
記
）
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

―
―
本
財
団
は
、
創
設
者
鳩

山
一
郎
の
友
愛
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。
友
愛
と
は
、

相
互
尊
重
、
相
互
理
解
、
相
互

扶
助
の
友
愛
三
原
則
を
基
本
と

し
た
考
え
方
で
あ
り
、
人
間
と

人
間
、
人
間
と
自
然
の
共
存
共

生
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
当
山
荘
に
は
、
友
愛
に
つ

い
て
の
資
料
が
揃
え
て
あ
り
ま

す
。
―
―

「
友
愛
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
と

併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ご
希
望
の
方

は
、
事
務
局
ま
で
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

日
本
友
愛
青
年
協
会
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
協
力
を
実
施

し
て
い
る
日
本
補
助
犬
協
会

に
、
本
年
度
の
寄
付
金
（
九
万

四
千
百
四
円
）
を
お
送
り
し
ま

し
た
。

友
愛
山
荘
に
募
金
箱
設
置

本
年
度
は
、
軽
井
沢
友
愛
山

荘
に
募
金
箱
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
宿
泊
さ
れ
た
皆
様
方
か
ら
、

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
部
設
置
と
合
わ
せ
て

例
年
を
上
回
る
寄
付
が
出
来
た

こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

友
愛
舞
踏
研
究
会
も
協
力

ま
た
、
友
愛
舞
踏
研
究
会
会

（
野
村
直
人
会
長
）
が
開
催
し

た
「
友
愛
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
」
会
場
に
募
金
箱
が

お
か
れ
、
総
額
三
万
円
の
寄
付

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
当
財
団
評
議
員

野
村
明
美
さ
ん
が
主
催
す
る
も

の
で
、
当
日
は
成
澤
文
京
区
長

も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
例
年
同

様
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＊
講
演
会
な
ど
、
募
金
箱
を

設
置
で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
ま
で
。

鳩山幸夫人（前列・写真右より二人目）を囲んで記念撮影
前列写真左より、大川米子幹事長・種田英子副会長・鳩山幸さん・倉林蔦枝副会長


